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【シャギリ隊（文化団体協議会日舞各社中のみなさん）を先頭に町内を練り歩く山笠】 

深まりゆく秋。 山では、頂から紅葉がはじま 

り赤や黄色の彩りが透きとおるほどの青空に映 

って、さながら錦絵のような華やかさです。 

ふもとでは、たわわに実った稲穂の間から、 

「ワッショイ、ワッショイ」と威勢のよいかけ声。 

豊作や商売繁盛、家内安全などの願いを込め、各 

地区で個別に行われ,ていた秋祭りも、全町統ーし 

て行われ,るようになって今年で9年目になります。 

武者姿の山笠が七基、子どもみこし11基が―同 

に町民会館前に会し、豪華けhポ開な山見せ。その 

中で小、中学生が上野神楽を舞い。 花笠と、浴衣 

姿のシャギリ隊が輪になり炭抗節を踊り、祭りは 

最高潮。 

以前のふるさとあかいけを取り戻しつつあります。 

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

ノ 
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住民サービスの行政に 

―臓会・総務― 議会の活動に要する経費、全 

般的な管理事務、企画調整事 

務、財政、財務管理に要する 

経費などに支出。 

主なものとして 

●議会の活動に・・・ 6,019万円 

・交通安全対策に… 111万円 

●戸籍住民基本台帳に 

  1 , 594万円 

●広報紙発行費用に 

  140万円 

●財産管理に・・・ 972万円 ・企画費に 443万円 

― 健康と幸せと願い 

民生・衛生ー 

●コ声ミ 

みなさんの生活の安定と、 

健康てH主み良い町づくりの経 
弗1 一 1 プー士一“」 与工力、士甘+,L. ~ 

fA 
一9」ロ三難h 保健衛生など。 
～ー 、 心 ’' ’老人福祉費に… 9・426万H 

瀬 鷺難II 
●各予防接種、結核、伝染病 

成人病等に対する保健対策に 
  3,079万円 

し尿処理に 

  5,075万円 

一豊かなく らしをめざして 

農業近代化のための基盤整 

備や、設備に関する経費。 ま 

た商工業振興、観光事業など 

の経費に支出。 

●農業振興同和対策費として 

（かんがい施設、共同作業所 

ライスセンタ-2 カ所× 農 

業基盤整備、農機具保管庫） 

 21意7,695万円 

●農業委員会費に・・・ 267万円 

●観光対策費に 

374万円 ・鉱害対策に 999万円 

ー快適なく らしと安全に 

」ー→ー 一一 nua., 道路の整備をはじめ、町営 
ーエ不’力 .'’月切― 

住宇二の管理・失業対策諸事業 

一‘ ~5 雇費『iた、みなさんの生 

鷺I麟蕪l 
●町営住宅の建設に 
（大浦団地20戸） ’迫路Wriと’改艮舗装などに 

  9,857万円 
●消防施設の整備に ユータウン内道路、隠田～ 

(3分団消防車庫詰め所） 半原線ほか6本） 

  799万円  61意1,413万円 

～ 使ったお金 ～ 

そ の他 
5億5506万6千円 

(12.7%) 

教育費 
2億9434万1千円 

(6.7%) 

農林水産業費 
3億5433万3千円 

(8.0%) 

0 議会費 6019万6千円 
〇衛生費1億3362万1千円 
0 商工費 7438万8千円 
0 消防費 8545万4千円 
〇災害復I日費3828万4千円 
0 諸支出金1億6312万3千円 

公 債 費 
8億2123万1千円 

(18.6%) 

歳 出 

44億657万 

7 千円 

土木費 
4億7752万 

4干円 
(10.8%) 

費 2億7809万3千円（6.3%) 

労働 費 
7億2567万7千円 

(16.5%) 

民 生 費 
6億8258万3千円 

(15.5%) 

前年度繰上充用金2億1772万9千円（4.9%) 

※翌年度繰越財源393万4千円は含みません。 

※人件費は各項目の中に算入されています。 

文化とスポーツの田丁に 

教 育 

●プール管理費に 

・・・ 247万円 

未来を育てる学校教育から 

青少年の不良化防止や家庭教 

育学級などの社会教育の経費 

に支出。 また、町民の体力づ 

く りのため、スポーツ施設整 

備、スポーツ大会などの経費 

に支出。 

●小・中学校費に 

（上野小学校増改築） 

 11意1,636万円 

●社会教育費に… 5,341万円 

●公民館費に  659万円 

●給食センター費に 
  7,522万円 

、 

ノ 

、 

～ 入ってきたお金～ 

その他1億7949万1千円（4.3%) 

昭 和 57 年 度 財 政 公 表 
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九
月
定
例
議
会
で
、
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
 

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

歳
入
は
、
四
十
一
億
九
千
九
百
五
十
八
万
九
千
円
で
、
昨
年
よ
り
約
 

二
億
三
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
債
（
借
金
）
の
 

減
、
約
三
億
七
千
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。
 

歳
出
は
、
四
十
四
億
六
百
五
十
七
万
七
千
円
で
、
や
は
り
二
億
一
千
 

万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
債
費
（
借
金
の
元
金
、
 

利
子
の
償
還
金
）
の
減
少
が
主
な
も
の
で
、
こ
の
よ
う
に
赤
池
町
は
、
 

借
金
財
政
か
ら
の
脱
却
に
懸
命
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
歳
入
が
歳
出
に
不
足
す
る
額
と
翌
年
度
繰
越
財
源
を
合
わ
 

せ
る
と
実
質
収
入
額
は
二
億
一
千
九
十
二
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
九
年
 

連
続
の
赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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赤

池

町

財

政

 

の

特

色

 

赤
池
町
の
財
政
構
造
を
み
て
み
る
と
、
 

歳
入
で
は
、
町
税
や
手
数
料
、
使
用
料
 

の
よ
う
な
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
 

自
主
財
源
は
、
歳
入
全
体
の
約
十
七
％
 

程
度
で
、
残
り
の
収
入
は
、
地
方
交
付
 

税
、
国
庫
支
出
金
、
町
債
の
よ
う
に
国
 

や
県
の
意
志
決
定
に
基
づ
き
収
入
で
き
 

る
依
存
財
源
で
す
。
 

し
た
が
っ
て
当
町
は
、
国
や
県
に
大
 

き
く
依
存
し
た
財
政
構
造
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

歳
出
で
は
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
公
 

債
費
（
い
ろ
ん
な
事
業
を
す
る
た
め
に
 

町
が
大
蔵
省
や
郵
政
省
な
ど
か
ら
借
り
 

た
お
金
の
元
金
と
利
子
の
償
還
金
）
の
 

割
合
が
、
歳
出
総
額
の
十
八
、
六
％
と
 

ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
い
い
か
え
る
と
 

借
金
の
返
済
に
追
わ
れ
て
い
 

る
財
政
状
態
だ
と
い
え
ま
す
。
 

ま
た
、
赤
池
町
の
財
政
力
 

指
数
を
近
隣
の
類
似
団
体
と
 

の
比
較
で
み
る
と
表
の
よ
う
 

に
な
り
ま
す
。
 

本
町
の
場
合
、
各
指
数
と
 

も
標
準
的
な
数
値
を
大
き
く
 

超
え
て
、
極
度
の
財
政
ひ
っ
 

迫
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

特
に
起
債
制
限
比
率
に
つ
 

い
て
は
、
赤
信
号
で
あ
る
一
一
 

十
％
を
は
る
か
に
超
え
、
再
 

建
団
体
で
あ
る
金
田
町
、
方
 

城
町
と
変
わ
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
 

ま
す
c
 

（歳出決算額） （経常収支比率）（地方債現在高）（起債制限比率） （難翠） 
単位・億円 ％ 億円 ％ % 
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ーハ 

⑧
類
似
団
体
と
は
、
人
口
、
産
業
 

構
造
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
分
類
さ
 

れ
る
同
程
度
の
町
村
で
す
。
 

ま
た
、
表
中
の
：
:
O
は
、
政
 

令
市
を
除
く
県
平
均
を
表
わ
し
ま
 

す。 
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人
生
八
十
年
若
さ
を
い
つ
ま
で
も
 

一
 

、
 

‘
 

今

年

も

、

恒

例

の

赤

池

町

敬

老

 

会

が

十

月

十

五

日

、

町

民

会

館

で

 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

現

在

、

日

本

人

の

平

均

寿

命

は

 

七

十

九

歳

と

世

界

有

数

の

長

寿

国

 

に
な
り
ま
し
た
。
 

け
 

赤
池
町
で
も
、
七
十
歳
以
上
（
来
 

い
 

カ、 あ
 

報
 

広
 

第250 号 昭和58年11月1日 か い け あ
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広
 

第250 号 ⑤
 

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

に

七

十

歳

 

57年度一般会計決算など16議案を可決 

転島 

' 

昭和5 8 年9 月定例旧I議会 

ー
 

昭和59年9 月定例町議会は、 9 月27日から10月1日まて冬 

5 日間の会期で行われ、昭和57年度赤池町一般会計歳入歳 

出決算の認定など16の議案がいずれも原案通り可決されま 

した。 

また、 4つの請願、 1 つの陳情、 3つの意見書、 1 つの 

決議が審議されました。 主な内容は次のとおりです。 ー
 

に

な

る

人

）

の

お

年

寄

り

は

、

千

 

十

三

人

（

男

三

百

九

十

九

人

、

女

 

六

百

十

四

人

）

と

お

お

む

ね

十

人

 

に
一
人
の
割
合
で
す
。
 

一
昨
年
九
百
十
三
人
、
昨
年
は
 

九

百

九

十

一

人

で

し

た

の

で

、

ま

 

す
ま
す
長
寿
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

式

典

で

は

、

今

年

米

寿

を

迎

え

 

る

二

十

人

の

方

を

代

表

し

て

伏

原

 

の

鶴

ッ

ル

さ

ん

や

、

九

十

歳

以

上

 

八

十

歳

以

上

、

七

十

歳

以

上

の

該

 

当

者

全

員

の

そ

れ

ぞ

れ

の

代

表

の

 

方
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま

た

、

中

食

会

を

は

さ

ん

だ

ア

 

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

で

は

、

中

野

保

育

 

所

の

平

野

園

長

の

司

会

で

、

保

育

 

女性長寿ぬ1 

堀 辰野も（91歳） 
毎日、庭の草取りや 

あみものが日課という 

とても元気なおばあち 

ゃん。 3 人の息子さん 

に先立たれ、現在、末 

娘の川原さん宅で暮ら 

しておられます。 

（明治25年8月28日生れ、石松） 

男性長寿ぬ1 

香野繁蔵さん（95歳） 
とても95歳とは慧~え 

ないほど元気なおじい 

ちゃん。 長生きの秘け 

つは、適度の運動と、 

物事をくよくよ考えな 

いこと。 今でも毎日2 

-3 合のお酒を飲まれ 

るそうです。 

（明治21年1月3 日生れ、堀田） 

I 

昭
和
 57 

年
度
決
算
 

o
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
‘
二
面
、
三
面
 

に
掲
載
。
 

o
昭
和
五
十
七
年
度
特
別
会
計
赤
池
町
 

国
民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
 

‘
歳
入
三
億
九
千
七
百
二
万
三
千
二
百
 

二
十
五
円
に
対
し
、
歳
出
三
億
七
千
三
 

十
三
万
六
千
六
十
一
円
で
、
残
額
は
翌
 

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
 

o
昭
和
五
十
七
年
度
特
別
会
計
住
宅
新
 

築
資
金
等
貸
付
事
業
歳
入
歳
出
決
算
の
 

認
定
‘
歳
入
の
二
億
二
千
二
百
十
三
万
 

二
千
二
十
九
円
に
対
し
、
歳
出
二
億
一
 

千
二
百
六
十
七
万
三
百
二
十
三
円
で
残
 

額
は
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
七
年
度
特
別
会
計
老
人
保
 

健
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
‘
歳
入
四
千
 

七
十
一
万
二
千
円
に
対
し
、
歳
出
三
千
 

七
百
七
十
八
万
六
千
三
百
十
八
円
で
残
 

額
は
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
‘
 

事
業
収
益
四
億
二
千
七
万
六
千
七
十
四
 

円
に
対
し
、
事
業
費
用
四
億
五
千
八
百
 

九
万
五
千
九
百
十
三
円
で
、
当
年
度
純
 

損
失
は
三
千
八
百
一
万
九
千
八
百
三
＋
 

九
円
。
五
十
七
年
度
末
の
累
積
赤
字
は
 

約
三
億
四
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

o
昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
水
道
事
業
 

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
‘
事
業
収
 

益
一
億
五
千
九
百
二
十
五
万
四
千
円
に
 

対
し
、
事
業
費
用
一
億
七
千
九
百
二
十
 

七
万
三
千
四
百
七
十
四
円
で
、
当
年
度
 

園
児
の
音
楽
会
や
、
養
命
大
学
、
 

公

民

館

文

化

サ

ー

ク

ル

の

み

な

さ

 

ん

の

踊

り

と

出

席

し

た

お

年

寄

り

 

は

、

笑

顔

と

拍

手

で

、

な

ご

や

か

 

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
赤
池
町
の
敬
老
会
は
、
 

数

年

前

か

ら

、

赤

池

町

建

設

業

組

 

合

（

柴

田

正

義

組

合

長

）

の

み

な

 

さ
ん
の
ご
協
力
で
、
 
マ
イ
ク
ロ
バ
 

ス

を

無

償

で

貸

与

い

た

だ

き

、

お

 

年

寄

り

の

自

宅

か

ら

会

場

ま

で

の

 

足
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

【
長
寿
を
祝
い
十
月
十
五
日
、
 

町
民
会
館
で
行
わ
れ
た
敬
老
会
】
 

謡f 1観長姦締、 
東 西 

香野 繁蔵（堀 田） 95 横 綱 92 立花 壮市（8 の 2 ) 

進 金雄（大久保） 92 大 関 91 高鶴 麟作（上小路） 

皆川 ョ子（常 福） 堀 辰野（石 松） 91 関 脇 90 

皆川 トモ（堀 田） 90 小 結 90 桑野 ャス（市 津） 

山尾 カッ（中町団地） 90 前 頭 90 太田 久松（中 里） 

秋元ミクエ（車道 2 ) 90 

、 

昭
和
五
十
八
年
十
月
十
五
日
現
在
 

） 

／
 

八
十
八
歳
以
上
、
三
十
三
人
 
敬
称
略
 

×
 

90 伊丹 ュキ（伏原 1 ) 

太田アキノ（大久保） 90 90 白石 カョ（慶 寿園） 

安武 菊蔵（薬王寺） 90 89 藤田マッエ（大久保） 

今吉 トメ（南町 2 ) 89 89 関 クラ（中町団地） 

池田ハルノ（西 組） 89 89 三好 ウメ（猿畑 1 ) 

安永フデノ（天郷荘） 太田 イ ト（薬王寺） 89 88 

江頭ヲッョ（車道 1 ) 88 88 田口 勝（上里 2 ) 

久原キヌエ（昭和町） 88 88 杉田ハッエ（徳人 原） 

甲下律次郎（東 町） 88 88 加藤 トキ（草 場） 

小田原イマ（孤 88 88 梶原 リエ（中町団地） 

永末 排吉（中 町） 88 88 高鶴コハル（皿 山） 

太田ッ子ノ（上 里） 88 

純
損
失
は
二
千
二
万
二
千
九
百
七
十
七
 

円
と
な
り
、
五
十
七
年
度
末
の
累
積
赤
 

字
は
三
億
六
千
七
百
二
十
二
万
三
千
百
 

十
八
円
に
な
り
ま
す
。
 

昭
和
卵
年
度
補
正
予
算
 

o
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
‘
九
千
五
十
六
万
六
千
円
の
 

追
加
補
正
で
予
算
総
額
三
十
八
億
九
千
 

百
二
十
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
 

な
も
の
は
、
歳
出
で
は
、
納
骨
堂
新
築
 

工
事
の
増
額
、
汚
水
処
理
施
設
運
営
経
 

費
、
ニ
カ
所
の
集
会
所
建
設
費
、
町
制
 

施
行
四
十
五
周
年
記
念
行
事
経
費
な
ど
 

で
す
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
特
別
会
計
住
宅
新
 

築
資
金
等
貸
付
事
業
補
正
予
算
‘
五
十
 

七
年
度
決
算
で
九
百
四
十
六
万
円
の
剰
 

余
金
を
積
み
立
て
る
た
め
補
正
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
特
別
会
計
老
人
保
 

健
補
正
予
算
凸
五
十
七
年
度
の
支
払
基
 

金
か
ら
の
交
付
金
が
確
定
し
た
の
で
補
 

正
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
‘
会
期
中
に
赤
池
工
場
団
地
 

調
整
池
新
設
工
事
の
設
計
変
更
に
よ
る
 

工
事
契
約
代
金
八
百
万
円
が
追
加
補
正
 

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

条 

例 

o
赤
池
町
名
誉
町
民
設
置
条
例
の
制
定
 

‘
同
条
例
の
資
格
お
よ
び
選
考
基
準
を
 

改
正
し
、
広
い
範
囲
か
ら
選
任
す
る
よ
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

o
赤
池
町
汚
水
処
理
施
設
条
例
の
制
定
 

ノ ノ 

‘
赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
緑
ケ
丘
ニ
ュ
 

ー
タ
ウ
ン
の
団
地
内
利
用
者
の
た
め
設
 

置
し
た
汚
水
処
理
施
設
の
管
理
、
使
用
 

料
等
を
定
め
る
た
め
の
条
例
が
制
定
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
 

属
す
る
保
険
給
付
費
支
払
準
備
基
金
に
 

関
す
る
条
例
の
制
定
g
財
政
の
健
全
な
 

運
営
を
計
る
た
め
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
制
定
‘
八
月
か
ら
銀
行
等
の
金
 

融
機
関
が
毎
月
第
二
土
曜
日
が
休
日
に
 

な
っ
た
の
に
伴
い
町
条
例
の
一
部
が
改
 

正
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
赤
池
町
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
‘
諸
物
価
の
値
上
り
な
 

ど
に
よ
り
給
水
原
価
の
高
騰
が
続
き
、
 

企
業
会
計
の
健
全
な
運
営
に
支
障
を
き
 

た
し
た
の
で
、
水
道
料
金
が
平
均
三
十
 

パ
か
ト
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
変
更
契
約
の
締
結
e
赤
池
工
場
団
地
 

調
整
池
新
設
工
事
の
設
計
変
更
に
よ
り
 

柴
政
建
設
欄
と
の
変
更
契
約
が
承
認
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

請 

願 

陳 

情 

次
の
請
願
陳
情
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
大
型
間
接
税
の
導
入
に
反
対
す
る
こ
 

と
に
関
す
る
請
願
‘
採
択
 

〇
荒
廃
し
た
国
有
林
の
解
消
と
林
業
労
 

働
者
の
就
労
確
保
を
求
め
る
請
願
‘
採
 

択
 

〇
駅
無
人
化
、
貨
物
荷
物
の
取
扱
い
駅
 

廃
止
に
反
対
す
る
決
議
に
関
す
る
請
願
 

‘
採
択
 

、J 

〇
第
二
十
支
所
集
会
所
設
置
請
願
書
‘
 

‘
総
務
委
員
会
へ
付
託
継
続
審
査
 

な
お
、
七
月
臨
時
議
会
で
産
業
建
設
 

常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
町
道
小
藤
 

ー
伏
原
線
の
拡
充
、
整
備
に
か
か
る
請
 

願
は
、
現
地
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
、
今
 

議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
健
康
保
険
制
度
の
「
改
革
」
撤
回
を
 

求
め
る
陳
情
‘
採
択
 

意 

見 

書 

次
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
、
各
関
係
 

機
関
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

o
大
型
間
接
税
の
導
入
に
反
対
す
る
こ
 

と
に
関
す
る
意
見
書
 

〇
国
鉄
問
題
に
関
す
る
意
見
書
 

〇
医
療
保
険
制
度
改
悪
反
対
に
関
す
る
 

意
見
書
 決 

議 

o
大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件
に
関
す
る
決
 

議。 

報 

告 

次
の
二
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
五
十
七
年
事
業
年
度
赤
池
町
士
 

地
開
発
公
社
決
算
 

〇
昭
和
五
十
七
年
度
定
例
事
務
監
査
の
 

結
果
報
告
 

般 

質 

間 

次
の
一
般
質
間
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

〇
空
席
に
な
っ
て
い
る
助
役
選
任
問
題
 

に
つ
い
て
 

o
じ
ん
芥
処
理
場
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
つ
 

い
て
 

o
政
治
倫
理
に
つ
い
て
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山
鹿
燈
篭
 

祭
り
吟
行
 

圏
 

蔵
本
 
聖
子
 

山
鹿
は
熊
本
県
に
あ
る
小
さ
な
温
泉
 

町
で
あ
る
0

こ
の
町
で
は
、
毎
年
八
月
 

十
六
日
に
燈
篭
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
先
 

祖
の
供
養
と
し
て
町
中
の
女
の
人
達
が
 

頭
に
燈
篭
を
つ
け
て
、
夜
を
明
か
し
て
 

踊
る
お
祭
り
で
あ
る
。
 

宿
舎
へ
行
く
前
、
養
蚕
を
し
て
お
ら
 

れ
る
と
こ
ろ
へ
見
学
に
行
っ
た
。
 
ち
ょ
 

う
ど
秋
蚕
を
飼
っ
て
お
ら
れ
、
秋
蚕
は
 

四
度
目
の
眠
り
に
入
っ
て
い
る
と
飼
屋
 

の
お
ば
さ
ん
が
話
さ
れ
て
い
た
。
 

生
き
て
い
る
も
の
の
匂
ひ
の
飼
屋
か
な
 

一歩 

最
終
の
眠
り
の
深
土
一
 

蚕
か
な
 

み
つ
子
 

様
々
な
姿
で
眠
り
い
る
秋
蚕
 

田
鶴
子
 

ま
ぶ
し
干
し
あ
り
［
萩
蚕
の
眠
り
を
り
 

は
る
の
女
 

一 

の
風
入
れ
て
い
る
飼
屋
か
な
 

聖
子
 

少
し
早
め
に
タ
食
を
取
り
、
祭
り
を
 

見
る
た
め
町
へ
出
た
。
町
に
は
出
店
が
 

立
ち
並
び
、
小
学
生
の
女
の
子
達
が
燈
 

篭
を
つ
け
て
町
の
中
を
ね
っ
て
踊
っ
て
 

い
た
。
踊
り
の
会
場
で
あ
る
小
学
校
の
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、 

校
庭
に
つ
い
た
。
頭
に
つ
け
る
燈
篭
が
 

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
美
し
い
。
 

日
が
暮
れ
て
、
ま
わ
り
の
人
の
顔
が
見
 

え
な
く
な
っ
た
頃
、
浴
衣
を
着
た
人
た
 

ち
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
り
、
燈
篭
を
つ
 

け
始
め
た
。
千
体
は
あ
る
と
い
わ
れ
る
 

燈
篭
。
金
銀
の
燈
篭
を
つ
け
た
女
の
人
 

達
の
あ
で
や
か
さ
。
し
ば
ら
く
見
ほ
れ
 

て
い
た
。
い
よ
い
よ
燈
篭
を
つ
け
た
人
 

達
が
、
三
方
か
ら
入
場
し
、
ま
た
た
く
 

間
に
会
場
い
っ
ぱ
い
に
輪
が
拡
が
っ
た
0
 

壮
大
な
光
景
で
あ
っ
た
。
 

会
場
の
照
明
が
消
さ
れ
、
頭
上
に
飾
 

ら
れ
た
燈
篭
に
一
斉
に
明
り
が
つ
い
た
。
 

見
事
な
美
し
さ
に
見
と
れ
て
い
た
。
燈
 

篭
の
明
り
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
ゆ
れ
て
、
火
 

の
海
が
で
き
た
よ
う
だ
っ
た
。
 

踊
り
子
と
旅
人
で
山
鹿
夜
を
更
か
す
 

一歩 

燈
篭
を
灯
し
山
鹿
の
夜
は
神
秘
 
は
る
の
女
 

千
の
灯
の
広
場
を
埋
め
て
盆
踊
り
 
田
鶴
子
 

金
銀
の
山
鹿
燈
篭
和
紙
作
り
 

み
つ
子
 

人
垣
の
暑
さ
に
耐
へ
て
踊
り
待
つ
 
聖
子
 

『写団フアミリー』10月例会 

モノクロ10点、カラ- 192点の合評を 

しました。 
〈今月の優秀作家〉カラーの部 

1席 高瀬昭ー郎 2席 三宅 嘉― 

3席 光井 英- 4席 岡部日出朗 

5席 太田 勝正 6席 永尾 富男 

7席 戸塚栄太郎 

つ
 
れ
 
づ
 
れ
 
に
 
⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

法
師
蝉
物
売
り
に
ぎ
お
う
玄
関
先
 

振
り
か
へ
る
あ
ま
り
の
年
輪
震
災
忌
 

稲
妻
の
夜
空
焦
し
つ
目
の
さ
へ
る
 

Z 

三
宅
さ
ん
の
モ
ノ
ク
ロ
作
品
 
「
化
 

身
」
 

室
内
楽
ラ
ジ
オ
の
音
色
秋
澄
み
て
 

賎
ケ
家
に
迷
ひ
靖
蛤
の
我
れ
う
れ
し
 

溜
池
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
尾
花
散
る
 

当
直
の
夜
更
け
し
廊
下
虫
す
だ
く
 

敬
老
の
日
身
こ
ざ
っ
ぱ
り
宴
席
に
 

綿
法
僧
帰
依
の
称
名
秋
彼
岸
 

秋
灯
下
ラ
ジ
オ
も
切
ら
ず
そ
の
ま
ま
に
 

点検は防火の 

はじま‘J しめくく‘J 

Z 秋の全国火災予防運動ノ 
11月26日から12月2 日まて冬は 「秋の全 

国火災予防運動」 の期間です。 最近、赤 

池町内でもプロパンガスの爆発事故や、 

住宅を全焼する火災が発生しています。 

年末を控え、なにかとあわただしく、ス 

トーブなど火の気を使う機会も多くなり 

ます。 気持ちを弓Iきしめましょう。 

（ニコン70-300ium. 200mm F 8. 1/125トライx) 

こ 〈評〉 

今月は三宅さんの作品で 「化身」 ですが、 

'I 非常におもしろいモチーフを選んで作品に 

しています。 

！ 聞いてみると 「カイメ」 という魚だそう 

” ですが、 とても魚のようには見えませんね。 

少し手を加えて異星人のように見せている 

のはさすがだと思います。 

二 この場合もっと下まで入れて写しても良 

， いようですね。 （早谷克粘） 

"""""”，悪，”"'"""""""”儒  ノ × 

国
民
年
金
制
度
を
よ
り
よ
い
制
度
に
発
展
、
充
実
さ
せ
る
た
め
、
み
 

な
さ
ん
に
国
民
年
金
の
内
容
や
仕
組
み
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
と
と
 

も
に
制
度
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
月
間
で
す
。
 

暮
ら
し
の
 

中
の
国
民
年
金
 

平
均
寿
命
の
著
し
い
伸
び
な
ど
に
よ
 

り
、
わ
た
し
た
ち
の
老
後
の
生
活
は
、
 

年
金
制
度
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
 

な
く
な
り
ま
し
た
。
 

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
・
サ
ー
ビ
 

ス
業
な
ど
の
自
営
業
の
方
と
そ
の
家
族
 

を
対
象
に
昭
和
三
十
六
年
に
実
施
さ
れ
 

ま
し
た
。
赤
池
町
で
は
、
現
在
千
九
百
 

二
十
三
人
の
方
が
国
民
年
金
に
加
入
し
 

四
百
十
四
人
の
方
が
年
間
一
億
二
千
八
 

百
十
三
万
円
の
年
金
を
受
給
し
、
お
年
 

寄
り
を
は
じ
め
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
 

方
や
一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た
方
が
た
 

の
生
活
を
支
え
る
大
き
な
柱
と
し
て
役
 

立
っ
て
い
ま
す
。
 

将
来
、
年
金
を
 

受
け
る
に
は
 

①
も
れ
な
く
加
入
 

皆
年
金
と
い
う
こ
と
は
、
だ
れ
で
も
 

将
来
の
年
金
を
約
束
し
て
い
る
よ
う
で
 

す
が
、
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
 

人
に
は
あ
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
は
、
自
営
業
者
な
ど
を
対
 

象
と
し
て
い
る
た
め
自
主
届
出
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 
二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
会
 

社
等
の
勤
め
を
や
め
た
人
は
、
届
出
が
 

な
い
と
年
金
制
度
か
ら
と
り
残
さ
れ
、
 

将
来
大
き
な
侮
い
を
残
す
こ
と
に
な
り
 

か
ね
ま
せ
ん
。
 

②
保
険
料
は
完
納
で
 

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
納
め
た
 

期
間
と
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
と
き
 

は
、
そ
の
期
間
を
合
せ
た
期
間
が
、
原
 

則
と
し
て
二
十
五
年
（
昭
和
五
年
四
月
 

一
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
短
縮
さ
れ
ま
 

す
。
）
な
け
れ
ば
老
齢
年
金
は
支
給
さ
れ
 

ま
せ
ん
。
 

な
お
、
当
然
加
入
の
人
で
、
生
活
が
 

苦
し
く
て
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
 

保
険
料
の
免
除
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
 

す。 ③
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
 

な
ん
で
も
相
談
 

わ
が
国
の
年
金
制
度
は
、
国
民
年
金
 

・
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険
・
共
済
 

組
合
の
四
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
 

年
金
制
度
の
し
く
み
は
、
や
さ
し
い
 

よ
う
で
す
が
色
い
ろ
の
特
例
な
ど
が
あ
 

っ
て
か
な
り
複
雑
で
す
。
不
明
な
点
、
 

疑
問
の
点
は
、
役
場
年
金
係
や
、
社
会
 

保
険
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

相
談
所
が
 

開
設
さ
れ
ま
す
 

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
ご
質
問
や
、
 

ご
相
談
に
お
答
え
す
る
た
め
、
次
の
と
 

お
り
「
国
民
年
金
相
談
所
」
が
開
催
さ
 

れ
ま
す
。
 

〇
北
九
州
会
場
 

と
き
ノ
十
一
月
九
日
・
十
八
日
、
＋
 

時
か
ら
十
五
時
ま
で
 

と
こ
ろ
ノ
黒
崎
、
ア
ピ
ロ
ス
黒
崎
店
 

〇
飯
塚
会
場
 

と
き
ノ
十
一
月
二
十
二
日
、
十
三
時
 

一
●
、
ト
●
、
ノ
ー
●
L
 

●つ 

戸
叫
ー
，
v

】 

よ
 

コ
ノ
，
、
 

す

す

 

で

ま

 

し
・
‘
 

か

あ

 

つ

幸

 

の
 
に
 

使

た

 

天

な

 

は

あ

 

レ
 

J
 

ゼ
 

、ノ エ
 

ロの中に文字を入れ文章を完成させてくだ 

さい。 

【問題】 

民主政治、地方自治の健全な国展のため 

には、選挙が明るくきれいに行われることが 

先決です。 

このためには、地域住民の1人ひとりが、 

主権者としての自覚のもとに、豊かな政治常 

識と高い選国口徳を身につけることが大切 

です。 

【応募の要領】 

正解を官製ハガキに記入のうえ、11月15日 

までに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルク 

イズ係までお送り下さい。なお住所、氏名を 

明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

【第89回の解答】 

①＝一不在者投票 ②一選挙管理委員会 

【正解者】 

前回の応募総数21通のうち、正解は19通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3名の方に 

記念品を贈ります。 

ト山本サト（伏原団地） ト進藤茜（赤池688) 

ト熊谷彰子（上小路） 

I 

× 

9 月末日住民登録 q 

（前月比） 

n 9,739( +16 ) 

I 4,643( + 18) 

一 5,096( -2 ) 

帯 3, 200( +5 ) 

和
名
 
霜
月
（
し
も
つ
き
）
 

霜
が
し
き
り
に
降
る
の
で
霜
降
月
。
 

そ
れ
を
略
し
て
霜
月
と
い
う
。
 

1
日
（
火
）
 

2
日
（
水
）
 

3
日
（
木
）
 

8
日
（
火
）
 

11 

日
（
金
）
 

15 

日
（
火
）
 

28 26 25 23 22 21 18 
日 日 日 日 日 日 日 

月 土 金水 火 月 金 

29 
日
（
火
）
 

30 

日
（
水
）
 

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
 

間
 
文
化
財
保
護
強
調
月
 

間
 
灯
台
記
念
日
 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

命
蝉
献
）
 

町
制
施
行
四
十
五
周
年
記
 

念
式
典
（
農
郡
也
 

文
化
の
日
 

麻
し
ん
（
叫
議
鵬
）
立
冬
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

（一
 

鷺） 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
柳
碑
諸
）
 

税
を
知
る
週
間
（
詣
）
 

世
界
平
和
記
念
日
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
都
緯
誇
）
 

七
五
三
 

三
種
混
合
（
叫
鷲
也
 

乳
児
保
育
相
談
（
m
嚇
ら
稽
世
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
叫
蝉
麗
）
 

勤
労
感
謝
の
日
 
小
雪
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
喫
警
ど
 

全
国
火
災
予
防
運
動
 

乳
ガ
ン
・
子
宮
ガ
ン
検
診
 

（
叫
博
略
碑
尋
）
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
躍
鮮
肥
 

献
血
（
器
暴
書
事
也
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
駕
様
じ
 

か
ら
十
六
時
ま
で
 

と
こ
ろ
／
飯
塚
市
東
町
公
民
館
（
嘉
 

穂
高
校
跡
地
隣
）
 

〇
直
方
会
場
 

と
き
ノ
十
一
月
二
十
五
日
、
十
三
時
 

か
ら
十
六
時
ま
で
 

と
こ
ろ
／
直
方
市
民
会
館
 

一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
」
三
三
一
三
一
三
一
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

金
一
封
 
藤
本
正
憲
（
車
道
）
 

金
一
封
 
酒
井
子
激
（
中
央
台
）
 

金
一
封
 
桑
野
博
幸
（
高
尾
通
り
）
 

【
寄
付
】
 

上
野
焼
大
型
共
同
作
業
所
 
古
切
手
一
一
 

百
四
十
七
枚
 

( 10 

月
 15 

日
現
在
 
敬
称
略
）
 

× 
もン舞謝の禅挙マ 蕎

 
月
 

11
 

」 
遣
 

【休館日】 

3日、 7日、14日 

21日、23日、28日 

【福祉バス運行日】 

休館日および祝祭日 

を除く毎日 

【演芸日】 
6日、10日、13日、17日 
20日、24日、27日 
【仏教法話会】 
n 月15日因11時から 
【心配ごと相談】 
7日、17日、27日 
10時から15時まで 
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新
入
学
児
童
の
 

健
康
診
断
・
適
性
検
査
 

昭
和
五
十
九
年
度
の
小
学
校
新
入
学
 

の
子
ど
も
さ
ん
を
対
象
と
し
た
健
康
診
 

断
と
適
性
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
 

ま
す
。
 

▽
該
当
者
 
昭
和
 52 

年
4

月
2

日
か
ら
 

昭
和
 53 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
れ
た
 

人
 

▽
と
き
・
と
こ
ろ
 

〇
上
野
小
学
校
区
（
上
野
地
区
）
廿
 

11 

月
 17 

日
困
、
 
13 

時
受
付
、
 
13 

時
 

半
か
ら
検
査
、
上
野
小
学
校
 

〇
市
場
小
学
校
区
（
市
場
・
赤
池
・
 

中
尾
地
区
）
廿
 11 

月
 10 

日
困
、
 
13 

時
受
付
、
 
13 

時
半
か
ら
検
査
、
市
 

場
小
学
校
 

※
当
日
は
上
ば
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

公
給
領
収
証
を
 

受
け
取
り
ま
し
ょ
う
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
と
は
、
み
な
さ
 

ん
が
料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
 

飲
食
店
、
旅
館
な
ど
を
利
用
さ
れ
た
場
 

合
、
そ
の
利
用
料
金
の
 10 

％
が
税
金
と
 

な
り
、
料
金
と
併
せ
て
請
求
さ
れ
る
税
 

で
す
。
 

ま
た
、
仕
出
し
屋
な
ど
か
ら
出
前
を
 

受
け
た
場
合
も
同
じ
よ
う
に
課
税
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
旅
館
で
は
一
人
一
泊
五
千
円
 

以
下
、
飲
食
店
な
ど
で
は
一
人
二
千
五
 

百
円
以
下
の
料
金
に
は
税
は
つ
き
ま
せ
 

ん
が
、
料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
 

な
ど
は
す
べ
て
税
が
つ
き
ま
す
。
 

税
が
つ
い
た
場
合
、
経
営
者
は
み
な
 

さ
ん
に
公
給
領
収
証
を
お
渡
し
す
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
 

取
り
お
確
め
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
せ
は
、
田
川
財
務
事
務
所
へ
 

。
0
9
4
7
4
1
4
1
8
1
1
1
 

「
フ
ル
ム
ー
ン
夫
婦
グ
 

リ
ー
ン
パ
ス
」
 
の
発
売
 

赤
池
駅
で
は
、
新
し
く
グ
リ
ー
ン
車
 

で
全
国
ど
こ
に
で
も
、
お
す
き
な
所
へ
 

行
け
る
便
利
で
お
得
な
 
「
フ
ル
ム
ー
ン
 

夫
婦
グ
リ
ー
ン
パ
ス
」
 
の
乗
車
券
を
発
 

売
し
て
い
ま
す
。
 

二
人
の
年
齢
の
和
が
八
十
八
歳
以
上
 

に
な
る
夫
婦
で
一
緒
に
旅
行
さ
れ
る
場
 

合
に
発
売
し
、
乗
車
券
に
は
一
種
と
一
一
 

種
が
あ
り
ま
す
。
 

▽
1
種
井
7
5
、 

2
種
1
9
0

、 
0
0
0
円
（
7

日
間
）
 

0
0
0
円（ 
10 

日
間
）
 

▽
発
売
期
間
 

59 

年
3

月
 31 

日
ま
で
 

▽
利
用
期
間
 

59 

年
4
月
 30 

日
ま
で
 

な
お
、
海
外
旅
行
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ア
 

ー
）
の
募
集
も
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
 

く
だ
さ
い
。
 

赤
池
駅
（
。
2

ゆ
1
7

) 

年
賀
ハ
ガ
キ
の
発
売
 

昭
和
五
十
九
年
度
の
年
賀
ハ
ガ
キ
は
 

十
一
月
四
日
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。
 

発
売
枚
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
 

早
目
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
 

ハ
ガ
キ
は
郵
便
局
の
ほ
か
、
町
内
の
 

切
手
販
売
店
で
も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。
 

郵
便
受
箱
の
設
置
に
つ
い
て
 

大
切
な
郵
便
物
を
正
確
に
お
届
け
す
 

る
た
め
、
郵
便
受
箱
の
設
置
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
郵
便
局
ま
で
 

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
最
近
、
郵
便
局
か
ら
と
い
っ
 

て
表
札
を
販
売
し
て
い
る
人
が
い
る
よ
 

う
で
す
が
、
郵
便
局
と
は
関
係
あ
り
ま
 

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

赤
池
郵
便
局
（
廿
2
0
4
2

) 

炭
鉱
住
宅
実
態
 

調
査
に
ご
協
力
を
 

十
一
月
一
日
現
在
で
、
福
岡
県
下
の
 

産
炭
地
域
の
炭
鉱
住
宅
お
よ
び
、
当
該
 

居
住
者
の
実
態
と
整
備
状
況
を
把
握
し
 

福
岡
県
産
炭
地
域
発
展
計
画
の
中
の
住
 

宅
関
連
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
礎
 

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

調
査
対
象
地
区
に
は
、
近
日
中
に
役
 

場
職
員
が
調
査
員
と
し
て
お
伺
い
し
ま
 

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
調
査
の
担
当
は
、
役
場
 

総
務
課
企
画
係
で
す
。
 

× 
人権ポスター・標語の募集 

12月4 日から12月10日までは、全国一斉の人権尊重週間です。 

世界人権宣言が国連で採択されて今年で35周年を迎えます。こ 

の間、国連を中心に国際的な人権擁護運動や平和運動が進めら 

れてきました。 

赤池町でも12月4 日から12月13日までの10日間を人権尊重旬 

間と定め、部落差別をはじめとしたあらゆる差別の根絶と人権 

擁護、平和擁護に向け全町民の運動として展開していきます。 

そのーつとして広く町民みなさんから、人権尊重、人権擁護 

の精神を題材にしたポスター・標語を次のとおり募集していま 

す。多数の作品をお待ちしています。 

 募 集 の 要 領 

＠ポスター：県展画洋紙（教育委員会に準備していますJ の裏 

に住所、氏名、年齢を明記 

⑨標 語】住所、氏名、年齢を明記 

※締切り 11月15日（火） 

※提出先 赤池町教育委員会（町民会館内） 

誠‘ 1 入佑1‘占・プ、土ま土唐プ、ー十 

× 

→おたふくかぜワクチン◆― 

任意接種のワクチンですが希望者 

はもよりの医師のもとでうけられる 

ようになりました。麻疹ワクチンの 

ように幼稚園や保育所へ入る前にう 

けておくのもよいし、流行性耳下腺 

炎（おたふくかぜ）にかかったことの 

ない青年がうけることもすすめられ 

ます。弱毒性ワクチンですが、発熱 

などの副作用はほとんどありません。 

 ◆種 痘◆ 

幸いなことに、痘そう（天然痘）と 

いう病気は世界的に制圧され、地球 

上でこの病気の存在している国はな 

くなりました。このため世界中で種 

痘が中止できることになりました。 

今後は万一の再流行にそなえ、臨 

時接種用に国がワクチンを備蓄して 

おくことになっています。 

⑤ 

× 

× ノ 


